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福井県福井市美山地域の手取層群小和清水層産ヤブレガサウラボシ科化石
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A dipteridaceous fern from the Kowashimizu Formation of the Tetori Group in the Miyama area, Fukui City, 
Fukui Prefecture, central Japan

Yusuke SAKAI*

（要旨）　福井県福井市美山地域の下部白亜系手取層群小和清水層産ヤブレガサウラボシ科化石
Hausmannia sp.を記載した．手取層群からのHausmannia属の産出は，同属の変遷史を解明する上で重
要な意義をもつ．
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1．はじめに

　手取層群（Yamada & Sano, 2018）は，福井，石川，
岐阜，富山，新潟県に分布する上部ジュラ系および下
部白亜系である．福井県福井市美山地域は，手取層群
分布域の最西端に位置し，古くから植物化石が産出
することで知られている（例えば，大石, 1933；Oishi, 
1940；鈴木, 1943；前田, 1961a）．
　ヤブレガサウラボシ科化石は，山口県に分布する
上部三畳系美祢層群や岡山県に分布する上部三畳系
成羽層群，長野，富山，新潟県に分布する下部ジュ
ラ系来馬層群，群馬県に分布する下部ジュラ系岩室
層から報告される，日本の後期三畳紀～前期ジュラ
紀植物群の代表的なシダ植物である（例えば, Oishi, 
1940；Kimura & Tsujii, 1981；寺田ほか, 2017）．手取
層群からはこれらの産出は極めて稀であり，富山県中
新川郡上市町の小又川流域から産出したHausmannia 

sp.（Oishi, 1941），福井県大野市久沢の久沢川右岸
から産出したHausmannia sp.（前田, 1961b），石川県
白山市桑島の桑島化石壁から産出したClathropteris 

sp.（木村ほか, 1978），福井県福井市朝谷から産出し
たHausmannia sp.（安野, 2002）が報告されているの
みである．今回，そのうちの福井市朝谷から産出した
Hausmannia属化石に関連する標本を検討する機会を
得たのでここに報告する．また，先行研究の植物化石
の報告例に基づき，小

こ

和
わ

清
し

水
みず

層の植物化石群の特徴に
ついて述べる．
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2．地質概説

　福井県福井市の東部に位置する美山地域には，船津
花崗岩類，手取層群，西谷流紋岩類などが分布してい
る（山田, 1988；山田ほか, 2008；福井県, 2010；服部
, 2012, 2013）．手取層群は，基盤岩である船津花崗岩
類を不整合で覆い，西谷流紋岩類によって不整合で覆
われる．手取層群は，主に小

こ

和
わ

清
しょう

水
ず

から東天田まで
の足羽川沿いに分布し，下位より，東天田層，小和清
水層に区分される（山田ほか, 2008）（Fig. 1）．小和清
水層からは，植物化石の他に，非海棲軟体動物，昆虫，

Fig. 1. Distribution of the Tetori Group in the Miyama area (modified 
from Yamada et al., 2008). Map shows dipteridaceous fern 
fossil locality.
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脊椎動物の化石が報告されている（例えば，Shikama, 
1969；Fujiyama, 1978；安野, 2004, 2005）．時代決定
に有効な化石および絶対年代値は報告されていない
が，美山地域の手取層群の時代は前期白亜紀と考えら
れている（Sano, 2017）．

3．ヤブレガサウラボシ科化石

　今回報告する標本の産出地は，福井市朝谷南東部
を通る県道2号のトンネル北東側坑口の東に位置す
る（Fig. 1）．細粒砂岩中に植物化石が含まれ，ヤブ
レガサウラボシ科のシダ植物である2点のHausmannia 
sp.と所属不明のシダ植物であるOnychiopsis elongata 

(Geyler) Yokoyamaの 羽 片 が 複 数 確 認 で き る（Fig. 
2A）．2点 のHausmannia sp.の う ち 保 存 状 態 が よ い
方（Fig. 2B）は安野（2002）が図示したHausmannia 

sp.のカウンターパートである．本標本は，福井市自
然史博物館（FCMNH）に所蔵されている．

Hausmannia sp.
標本：FCMNH-GF9489（Fig. 2B）
記載：部分な標本で，葉全体の形状は不明である．葉

縁に切れ込みは見られない．一次脈が基部から
伸び，少なくとも3回二又分岐をして葉縁に達
する．一次脈と二次脈はほぼ直交し，二次脈以
降の細脈が四角形～多角形の網目を形成してい
る．胞子嚢は見られない．

比 較：Hausmannia属 の 葉 の 形 に は，Hausmannia 

nariwaensis Oishi，1930 のように羽片全体が
癒着している型と，H. dentata Oishi, 1932 の
ように羽片の先端が癒着していない型の2型
がある（Oishi & Yamasita, 1936；大花, 2010）．
FCMNH-GF9489は，葉縁に深い切れ込みが見
られないことから，前者の型である可能性が高
いと考えられる．種の同定には詳細な検討を要
するため，本稿ではHausmannia sp.とした．

4．小和清水層の植物化石群

　美山地域の手取層群小和清水層より産出する植物
化 石 に つ い て は， 大 石（1933），Oishi（1940）， 鈴
木（1943）， 前 田（1961a）， 安 野（2002, 2006, 2007, 
2008），蜂矢（2008），山田ほか（2008）による報告
がある．これまでの植物化石の報告例をまとめると，
小和清水層の植物化石群は，シダ類のAdiantopteris 
sp.，Cladophlebis distans Heer，Coniopteris burejensis 
(Zalesskey) Seward，Eboracia nipponica Kimura and 
Sekido，Gleichenites nipponensis Oishi，Hausmannia 

sp.，Onychiopsis elongata，Sphenopteris sp.，Todites 

nipponicum Kimura and Sekido，ソテツ類のNilsonia 

ex. gr. orientalis Heer，ベネチテス類のDictyozamites 

kawasakii Tateiwa，Pseudocycas? acutifolia Oishi，イチ
ョウ類のGinkgoidium nathorsti Yokoyama，Ginkgoites 

digitata Brongniart，球果類のBrachyphyllum japonicum 
(Yokoyama) Oishi，Elatocladus sp.，Podozamites reinii 
Geylerなどを含む．本層の植物化石群は，温暖で湿潤
な気候を好む手取型植物群（Kimura, 1987）の要素で
あるイチョウ類を豊富に含んでいるが（蜂矢, 2008；
安野, 2008），同層からの乾燥した気候を好む領石型植
物群（Kimura, 1987）の要素である鱗片葉をもつ球果
類のBrachyphyllum属の産出記録（鈴木, 1943）に注目
すると，乾季を伴う気候下で生育していた可能性も考
えられる．

5．おわりに

　手取層群からのHausmannia属の産出は，同属の衰
退期にあたるジュラ紀から白亜紀の植物群中に含ま
れる点から，同属の変遷史を解明する上で重要な意
義をもつものとして古くから注目されてきた（前田
, 1961b）．木村ほか（1978）は，シベリア地域および
西南日本内帯からのHausmannia属（特にProtorhipis亜
属）の産出により，後期中生代において両地域は植物
地理学的に密接な関係にあったという見解を示し，近
年ではGolovneva & Grabovskiy （2019）により北東ロ
シアにおけるHausmannia属の分布について議論がな
され，同属が前期白亜紀の終わりに地球上のほとんど
の地域で姿を消すこと，さらに上部白亜系からの産出
記録は北東ロシア，ニューシベリア島，アラスカのみ
に知られることが明らかにされている．西南日本内
帯に位置する手取層群からのHausmannia属の産出は，
シベリア地域に比べるとごく稀であり，その情報量に
は大きな差がある．今後，手取層群全体よりさらに多
くのHausmannia属の追加標本を発見し，シベリア地
域との比較からアジア東縁部における同属の時代的変
遷を理解することが望まれる．
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A dipteridaceous fern from the Kowashimizu Formation 
of the Tetori Group in the Miyama area, Fukui City, 
Fukui Prefecture, central Japan
Yusuke SAKAI

Abstract
This study describes Hausmannia sp. (dipteridaceous fern) 
from the Lower Cretaceous Kowashimizu Formation of 
the Tetori Group distributed in the Miyama area, Fukui 
City, Fukui Prefecture, central Japan. The occurrence 
of the genus Hausmannia from the Tetori Group has 
important significance for elucidating the history of the 
genus.

Key words
Dipteridaceous fern ,  Hausmannia ,  Tetori  Group, 
Kowashimizu Formation, Miyama area
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Fig. 2. Plant fossils from the Kowashimizu Formation of the Tetori Group in the Miyama area. A: Hausmannia sp. with Onychiopsis elongata 
(Geyler) Yokoyama, FCMNH-GF9489. B: Close-up of Hausmannia sp. Scale bars are 10 mm. Abbreviations- Ha: Hausmannia sp., On: 
Onychiopsis elongata.


